
小墾田宮跡推定地および豊浦寺跡の調査

ュ 小墾田宮跡推定地 第1劇  昭和45年 5月 20～ 11月 11日

598年 豊浦宮に即位 した日本最初の女帝推古は, 603年 に小墾田宮に遷

り,628年 崩ず るまでの 20余年間そこを皇居 とした。推古天皇の死後 ,皇

居 は飛鳥の地 を転 々とす る。 しかし皇極天皇は即位の年 (642)板 蓋官に遷

るまでの し1ざ しの間河ヽ墾田宮 (一説に,東宮の南庭の権宮とある)に あったとす る記

録があ り,こ れ は推古天皇の 1日 官か とされている。 その後,655年 (斉明元

年 )小墾田に瓦葺の宮殿の造営が計画 され るが,完成はみなか った らしい。そ

れか ら 100余 年経た奈良時代の 765年 (天平ネ申護元年 )称徳天皇は紀伊行幸

の途次,大和国高市郡小治田宮に至 るとあ り,続 日本紀はその前 5年間に数度

小治田宮関係の記録をとどめている。以上の記録にあ らわれた小墾 (治 )田 宮

が全て同一同所であるとす る確かな根拠 は乏 しい。 しか し小墾田の地 に長い間

宮殿が設け られたことを物語るもの と言えよう。

小墾田宮の所在地 に関しては,従来,飛鳥岡本宮 と同所,すなわち雷丘東方

の地に推定す る説,あ るいは現在の 明日香村豊浦の西念寺周辺 とす る説 な ども

あったが,今回発掘調査 した豊浦北方 と橿原市和田 とにまたが る地が有力であ

る。推定の主な根拠 は,① 蘇我稲 目の小墾国家・向原家に仏像 を安置 した とい

い,そ れが豊浦寺の前 身であると考え られ ること,あ るいは 日本書紀の朱鳥元

年に五寺の一 として,「小墾田豊浦寺」をあげていることな どか ら,小墾田は

豊浦寺の近 く,すなわち現在の豊浦近傍 に考 えられ ること,② 小字名に「古宮 !

とい う名称 をとどめてい ること。 ここに建物の基壇か とみ られ る土壇が現存 し,

古瓦の散布が認め られ ること,③「古宮」土壇の近 くの水田下か ら,明 治 11

年に金銅製四耳壷が 出上 していること,① 付近の水田地帯は,東 西 。南北 300

″四方程の範囲が周囲よ リー段 と高い平坦地 となってお り,古代の宮殿が立地

す るのにふ さわしい地形を示していること,な どがあげ られている。 しか しこ

れまで この地域においては発掘調査 もな く,顕著な遺構が発 見された こともな
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かった。文献上の解釈を主とし,若子の出土遺物や地形に基づ く以上の推定も,

確かな根拠 とはいヽ`がたわメった。

発掘調査は,「 古官」土壇の周辺において実施した (発掘面積20α )。  ここ

はすでに述べた平坦地の東南部にあた り,付近の水田はとくに水 もちが軽いと

いわれていた。発掘の結果,庭 園・石組濤・掘立柱建物 。素掘 りの溝などの遺

構を検出した。以下その概要を紹介す る。

この地域の旧地形にはかなりの起伏があって,造営に先立って地ならしが行

われてかり,東西 130",南 北 100″ に及ぶ調査地のほぼ全域でみ られ ,

大規模かつ広範囲なものである。整地上には縄文時代から古墳時代の遺物を多

量に包合してお り, 5世紀後半以降 6世紀代の上師器・須恵器が特に顕著であ

った。 これはこの付近が早 くか ら開発されていたことを物語るものであろう。

「古宮」土壇の南方約 40″ ,す なわち発掘地の南はずれでは,南東より北

西へ流れる大濤 SD050を 検出した。 まっす ぐに45″ 以上のびてお り,その

走行は東西に対し西で北に約 20度のふれをもっている。幅 1.5～ 1.8解 `深
さ40～ 6 o crB,両側には 20～ 50例大の河原石を 2～ 3段積みあげている。

3回 ほどつ くうなおした痕跡があ り,ま た,堆積上の状況をみると,か な りの

流水があったらしく,主要な排水路 とみることができる。堆積層から7世紀前

半の上師器や須恵器が多量に出上している。広厳寺 (向原寺 )周 辺で発見された

建物跡の軸線は真北に対し北で 18～ 20度西にぶっている。 これは条里制以

前の古い地割 りに関連するとされているが,そ れと異なった滞の走行には興味

がもたれる。

この大濤の北側を中心にして小規模な庭園遺構を検出した。庭園は池と玉石

溝,そ のまわ りの石だたみなどよりなっている。玉石濤 SD060は ,大 溝 SD

050を 埋め立てて作ってお り,使用年代は大濤より新しい。池 SG070は 傘

大か ら人頭大の河原石を深さ5o制ほどの招鉢状に敷 きならべて,東西 2.8η ,

南北 2.4盟 の精円形状に造っている。 ぐるりには特に大 きめの石を用いている。

西半部は破壊されて玉石は認め られない。玉石濤 SD060は 幅 25切 ,深 さ20

例程で,側 には河原石をたてならべ ,底に河原石を敷いている。 SD050と の
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交叉点以南では底石 もな く,根1石 の積 み方 も貧弱になっている。池 SG07oか

ら西南方に流れ, 3%程 で南 に曲 り, SD050と の交叉点でぶたたび西南に折

れ,そ のまま発掘地の西南方にの びている。全体にゆるやかなカーブを描き ,

延長約 25″ 以上に達す る。石 だたみ SX065は lo～ 20翻大の河原石 を使

用している。 ご く小範囲にしか残 っていなか ったが,周 囲には河原石が移し く

散乱 してお り,本来 はよ り広範隠にあった もの と考えられ る。 SG070。 SD

060か ら出土した 土師器・須恵器・導か らみると,こ の庭園は 7世紀の中頃

に廃棄 された もの と考え られ る。埓は,単弁八葉蓮華文のある飾埓で,百済 出

上の もの と類似している。わが国初 見の珍 しい ものである。

園池のまわ りには,掘 立柱建物の柱穴 と思われ る遺構があ った。小範囲の調

査の ためにそのほとん どの規模や構造を確認で きなか ったが,数棟あることは

確かである。その うち池 SG070の 北方 20Z,か って金銅製四耳壷が出上 し

たと伝 えられ る付近でみっか った東西建物 S3085は , 3間 ×6間 (桁行柱間

2.8″ 。梁間柱間1.8η )を は力>る 。

このほかに も発掘地の各 所で素掘 りの濤や掘立柱穴を検 出しノている。 トレン

チ発掘を主 としたため,性格や規模 について はつかみ得ていない。 しか し,こ

れ らの中には明らかに飛鳥時代に作 られた ものがあ り,注 目され る。

飛鳥時代以降の遺構 も認め られ る。「 古宮」土壇 を囲む地 に幅 3解 ほ どの濤

SD090が ,南北 35″ ,東西 40″ の方形にめ ぐっている。中世の もの と考

えられる。 また,「古宮」土壇の中央部には石積みがあった。 その精査は今後

に残 したが,出 土遺物か らみて明 らかに近世以降作 られた ものである。 これを

以 って古い建物跡 とす る根拠 はな くなった。

以上の事実 と,瓦がほとん ど出上 しない点などをあわせ考えると,今 回調査

した地域は寺院跡 とみ るよ りも宮跡の可能性が大 きい と言えよう。 しか も,大

濤 と庭園遺構 との重複に認め られ るように,す くな くとも二次にわた る造営が

考え られ る。 そして,そ れ らの年代は 7世紀前半 と推定で きる。 それ は日本書

紀などにみる小墾田宮関係の記載 内容 とよ く符合す る。

今回の調査で広範囲 に遺構 の存在す ることがはっき ♭した。今後の発掘に大
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盗な期待が もたれ る。

2 豊浦寺跡 第2図  昭和45年 12月 14日 ～25日

明 日香村豊浦 74-1番 地の水田の宅地転用にと もな う緊急調査 として実施

した ものである。 この水田は広厳寺本堂の北方 50解 ,先に調査 した小墾錮宮

跡堆定地に隣接 してお り,そ の古宮土壇 と通称 され る小さな土壇 は,こ こか ら

北 150"ほ どの ところにある。小墾田宮・豊浦宮 。豊浦寺の関連 を知 るうえ

で重要な地点 と考え られ た。 これまでに豊浦寺跡の発掘調査は,奈 良県によっ

て,広厳寺本堂前庭 ・同寺境 内南狽1,豊浦宮跡礎石付近で行 われてお り,遺構

を発 見している。

今回の調査は小範囲 (発掘面積 lα )に限 られてお り,発 見した主な遺構 は ,

発掘地区西北でほぼ南北 にな らぶ石列 SX165,南 端の石敷 SX160の ほか ,

近世の遺構である発掘地区中央部の上拡 SK161,こ の土転 を埋めた後に掘 ら

れた南北濤 SD162な どにとどまった。

石列 SX165は 長 さ 30∽ほどの石 を 1列 にな らべた もので,東狽1を 面とし

ていた。基壇化粧の一部 ともみ られ るが,あ るいは単に砂止めの ような施設か

も知れない。 この石列の方位は,広厳寺本堂やその前庭の遺構 とはば一致 し ,

真北に対 し西へ 18度 ほど傾いている。石敷 SX160は 握傘大の小石を敷 きな

らべ だ ものであるが,北 と西側 は後世の上拡や濤 によつて破壊 されてお り,南

と東側 は発掘区域外に続 き,そ の範囲を確かめ ることがで きずっまだ性格 も明

らかにはな らなかった。土拡 SK162は瓦礫 を捨てた大 きな もので ,このなか

に礎石 とみ られ る石が 3箇あった。なた,瓦類は飛鳥時代か ら室町時代に属す る

ものがあ り〕土器 も近世の ものにまでおよんでお り,埋 めた時期を近世 とす る

ことがで きる。

以上の調査によ り,こ の水田は,近世 まで寺の境 内であったことが 明らかで

ある。瓦礫を捨てた土拡の存在やこの付近の地形な どか ら判 断す ると, この水

田は境 内の西北隅に近い位置にあ り,石列 SX165は その境界 となる施設か も

知れ ない。



明日香村雷丘東方遺跡の調査

第 3図  昭和45年 12月 15日 一同46年 二月30日

明 日香村 雷 18-1番 地 の水 田で ,宅地 転用に と もな う緊 急調査 を実施 した。

ち ょうど雷丘の 東裾 にあ た り,す ぐ北側 を「 山田道 」が通 る。 この付 近 は古 く

か ら,浄 御原 宮跡 あ るいは その西辺 にあた る位 置 と推定 され て いた。 また岡本

宮・ 小治 田宮 とす る説 もあ った。 発掘 したの は一筆の水 閣であ ったが,都合 に

より,西地区と東地区およびこれをむすぶ中央部 トレンチにわかれることとな

った。発掘面積は 5α 余と狭かったにもかかわらず,掘立柱建物 5棟・掘立柱

列 1条 。大濤 1条のほか数条の濤その他の遺構を検出した。これらについて西

地区から簡単な説明を加えよう。

掘立柱建物 SB101は 桁行 7間・染間 3間西庇付きの南北棟で,柱 間は 3解

である。柱穴は 1辺 1″ はどの方形で,一部の柱穴に柱根が残存し,多 くの柱

穴で柱痕跡をみとめた。掘立柱建物 SB102は SB101の 身舎とはば同位置に

たつ ,桁行 5間以上・梁間 2間の南北棟で,南 から4間 目に間仕切をもつ。柱

間は桁行 3″ 弱・梁間 2.8"ほ どである。柱穴は 1辺 1筋 ほどの方形で,や は

り,一部の柱穴に柱根が残存し,多 くの柱穴で柱痕跡をみとめた。柱穴の重複

状況から,こ の建物はSB101の 後にたてられたことがわかる。掘立柱建物

SB103は ,西端にある梁間 2間の東西棟 とみられ るもので,桁行は発掘区域

外になるので明らかでない。梁間の柱間は 2.1解 である。柱穴は 1辺 ェ解ほど

の方形で,底面がわずかに残っていた。 この建物の北側柱列は,SBlolの 北

妻 と通る。西地区の建物は以上の 3棟であ り,い ずれ も真北に対し,｀西に 2度

はど振れた軸をもつ。このほか遺物を多 く合んだ溝 SDl10がある。

これらの東側に,南北の大滞 SD162がある。幅 8η ,深 さ0,6″ ほどの素

掘りの溝で,砂質上がつまっていたが,水が常時流れていたような顕著なあと

はみとめられなかった。なお,こ の濤の上部からはば完形の鬼瓦 と点が出土 し

た。掘立柱列 SA161は , この溝の東よりの底面で検出した南北方向の もので ,
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柱友は 1辺 0.5解 ほどと小さく,柱間寸法は 1.5～ 2″ ほ どで不規則であ る。

東地医では,濤 SD162の 東側で ,掘立柱建物 2棟 を発 見している。 SB 150

は桁行 5間の南北棟で,東側 は発掘区域外 となるので ,梁 間は明らかでない。

柱穴 は両端の ものが他 よう大 きく 1辺 0.8盟 ほどの方形で ,柱痕跡 を残す もの

があった。柱間寸法 は 3η 弱であ る。 なお,北端柱穴か ら軒平瓦 (奈良時代・型

式番号6691)が 出上 した。掘立柱建物 SB151は SB150と はぼ同位置にたち ,

柱間 3間 を検 出した。柱穴は 1辺 0.5″ ほ どと小 さいので ,こ の建物 は桁行 3

間・梁間 2間の南北棟か も知れない。柱間は 3陶 ほどであ る。東地区には この

はか,SB150よ り古い とみ られ る濤 SD135。 155。 160が ある。遺構

の方位は, SB151と SA161が 真北に近いはかは西地区の もの と同方位であ

る。

以上の 主 な遺構 を次の 3群 に時期区 分で きる。

時期区分 遺構番号
方   位

ほぼ真南北 西に振湛

I尺の長さ

03″   α3″弱
特 徴

I
SB151

SA16二

○

○

柱穴が小さ必。

柱間寸法不規貝U

Ⅱ

SBlol
SB103
SD162

○

○

○

○

○
柱穴はやや大査必。
″

Ⅲ期にも存続か

Ш
SB102
SB150

○

○

Ｏ

Ｏ

SB101と 重複 吻 新 し必。

柱穴か ら軒平瓦 6691性
SB151と 重視  同寺諄窟不可

ところで,こ の遺跡で最 も関心が もたれるFHl題 は,こ の追跡がなんの遺跡か

ということである。 出上した鬼瓦・軒平瓦 (2点 )と も平城宮で出上している

もの と同型式 (6691・ 6721)で あ り,須恵器などの上器 も奈良時代に属す

ものが大部分をしめている。また建物の柱間寸法は 10尺 で計画した とみ られ

るものが多 く,平城宮め掘立柱建物でみられる傾向と似ている。以上のことか

ら考えると,今回発掘した遺跡は奈良時代に属すものとみることがで きる。ま

た,こ の遺構や遺物は庶民住宅の跡のものとは考えられず,宮殿跡あるいは貴

族邸宅の部分とみるのが妥当であろう。
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皿 藤原宮跡第 1次 。第 2次調査

藤原宮については昭和 9年か ら 18年にかけての 日本古文化研究所の調査 と,

昭和 41年か ら43年 にかけての奈良県教育委員会の 調査で,宮城の東・西・

北の二辺 と朝堂院の規模 と構造 ,内裏の一部が確認 されている。 こうしだ成果

をうけつざ,昭和 44年度か ら奈良国立文化財研究所が発掘調査を行 うことに

なった。 これまで,二次にわた り調査を行なったが,そ の成果の概要を記 して

みよう。

1 第 1次 調査 第4図  昭和44年 12月 22日 ～同45年 5月 25日

第 1次調査は宮域南辺の確認 を 目的 として行なった。すなわら,日 本古文化

研究所の調査で検 出され,未報告 にな っている朝堂院南 F弓 と推 定され る遺構を

再確認 し,平城・平安宮でその南に存在する朱雀門に相当す る建築物を確認 し

ようとした。 門位置か ら南へ幅 10盟 ,長 さ 150〃 の南北に長い トツンチを

設定して実施 した。調査面積は 162で あ る。検出した主な遺構 は,再検 出の

推定朝堂院南門とその南北にある東西濤 などである。南門 SB500は ,遺存状

態があま りよ くな く,礎石 をす えつけるための掘 り方の最下部 と,根 固めのた

めの玉石がわずかに残存す るだけで ,基壇施設のほとん どは失われ ,ま た特別

の基壇地業の痕跡 もなか った。門は梁間 2間 (柱間約4.82)で あったが,桁行

は調査地域の制約のため,3間 分 (胡 約 4.8効 )を 検出したのみで,全規模は

確認で きなかった。 関の北rlll柱 列の約 3陶 北には雨落濤の残存部か とみられる

幅約 1″ の小礫敷 SX503の 一部を検出した。南側では日本古文化研究所の ト

L/ン チの位置にあた り,そ の存否を確認できなか った。 この門の中心か ら南約

20糊 と北約 10糊 の位置に,そ れぞれ と条の東西濤がある。南濤 SD501は 幅

5解 ,深 さ 1″ の大濤で, もともと玉石敷だった らし く,一部に玉石が残存 し

ていた。北濤 SD502は 幅約 1解 ,深 さ 0.8夕 の素掘 りの濤である。南大濤を

検出しk地 点より南の地域では調査を完遂することがで きなかったが,調査段

階の知 見では,朱雀門に相 当す るような遺構 は特に認め られなか った。
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宮の南限につ いては,先述した奈良県の調査成果か ら,推 定朝堂院南門 を南

面中央Flと 考え,朱雀門にあた る宮 F弓 はない とす る岸俊男氏の説があ る。 この

点に関 しては,本 調査で検 出しに大濤が注 目され る。大濤 と推定朝堂院南門 と

の位置関係が,奈良県の調査で検出した宮域西 。北辺の掘立柱列 とそれ をとり

ま く濤 との それに類似 していること,大濤以南に遺構 を検 出できなか ったこと,

そして この大濤を宮南限を画す る濤 とす ると南北濤間の距離が東西溝間の距離

とほぼ等 しくなることな どを考えると,岸氏の説は蓋然性の高い ものであると

いえよう。

2 第 2次調査 第 5図  昭和45年 7月 15日 ～11月 30日

第 2次調査は大極殿跡である大宮土壇の東南地域約 3Ω について行 った。奈

良県の調査で東北隅を検 出した内裏外郭 と思われ る回廊の南延長部の追求 と,

それが ,日 本古文化研究所が確認 していた朝堂院回廊 とどの よ うな関係にある

か を明 らかにす ることを目的 としたのであ る。検 出した主な遺構は礎石 を有す

る建物・池・濤・礫敷・柵などである。礎石建物 SB530は 上面を平坦にした

だけの巨大な石 を礎石 とす る東西棟で,朝堂院回廊の位置の約 30解 北で検 出

した。大部分が調査地区外 にあ るため,全規模は確認で きず,桁行 6間 分,梁

間 1間 分 (柱間ともに約 4.5筋 )を 検 出したのみである。 また,礎 石は 6ケ 所で検

出したが ,いずれ も後世に移動 してお り,原位置に近い位置で検出した ものは

一カ所だけであった。 この礎石建物の約 6解 北で ,東西 にゆ るやかに蛇行す る

幅約 1%の礫敷 SX529を検出した。 この礫敷の北狽1がやや低 く,沼土状 にな

っていたこと, 日本古文化研究所の調査で も,やや北の地点で同様な状況を確

認しているので , この地域に池の ような ものがあ った と思われ る。礫敷はそれ

をめ ぐる護岸用の ものであろ う。発掘地域の東方 において1床 面に挙大の席平

な河原石 をしきつめ,側 壁には,同大の石 をたてて周囲をめ ぐらした南北 に長

い池状の石敷 (長さ8%,幅 1.8解 ,深さ15例 )SG520を 検 出した。 この南 と北

に素掘 りの南北濤 (幅 0.5″ )SD521が とりつ き,南か ら北に流れ る水を溜め

る池 として設けられた ものであろう。 この石敷池 と濤は方位がやや西 にぶれて

いた。 また溝の西約 3筋 で南北 に走 る掘立柱列 (柱間2.l″ )SA523を 検出し
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た。発掘地区内では, 3間 分確認したが,いずれ も柱根が遺存していた。

内裏の規模および朝堂院との関係確認を目的とした調査であったが,予 定し

た発掘区内では所期の目的を達することはできなかった。また検出した遺構 も

その全貌を明らかにすることはできなかったが,内裏の外郭 と予想される地域

で,かなり規模の大 きな建物,お よび庭園関係 と思われる遺構の存在が確認で

き,今後の調査に大 きな期待をもたせ るもの となった。

3 遺物

両次にわたる調査で出上した遺物 としては多量の上器・瓦と木簡がある。

瓦は第 1次調査ではほとんどが門 SB500の南北にある東西濤 SD501・

SD502か ら多数出上した。軒先瓦は40点 出上しているが,軒丸瓦では627α

軒平瓦では 664彫 式が比較的多 く,他に6273,6274,6641,6643な

どがある。他にピットSK504内 よリー括出上したのし瓦が注目される。第 2

次調査ではSB530周 辺から多 くの出土があった。軒先瓦は95点出上 してお

り, 6275-664〔形 式の組み合せが圧倒的に多かった。

木簡は 29点 出上しているが,ほ とんどが破損品ないしは削 り居であった。

次にその中の主な ものをあげる。 これ らはいずれ も第 1次調査で出上している。

6o32型 式

6o33型 式

6081型 式

6091型 式

・ 勘了

・

鞘

六

・ 勘了

三 コ 花

□末呂
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